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■弘前大学フランス語ホームページ 
　Place de la Francophonie/｢フランコフォニー広場」
　→ http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/french/
　2008年4月に開設。
　フランス語専門学科のページではなく、第2外国語としてフラ
ンス語を学ぶ人が対象で、更新は学生作業班が行っています。
　在校生だけでなく、留学生、卒業生、地域のフランス語学習
者、フランス語に興味をもつ市民、フランス語圏に関係する仕事
をする人々などの、フランス語・フランス語圏文化を通じた
「交流の場」として開かれています。

新着情報・おすすめ情報はTOPページで一目瞭然！
Twitter・Facebookへも、サイドバーから簡単に
アクセスできます。

■ Twitter
　「豆知識・豆情報も積もれば... 山となる！」
　→ https://twitter.com/Hirodai_French
　フランス語スタッフCharlotte（フランス名）の協力で、おすすめ
情報、クイズ、豆知識などをツイートしています。ホームページ
更新情報のお知らせとしても利用価値大、フォロー・リプライ・
リツイート大歓迎！
　もちろん、情報を覗くためだけにアカウント登録するのだって
アリです。

■Cercle Francophone/フランス語サークル
HPのオフ会活動 Cercle Francophone／フラ
ンス語サークルは、いつでも誰でも参加自由。
活動報告、イベント予告は、HP更新前でも、まず
Facebookページでチェックできます！ 

弘前マルシェでの一場面▼

▲コラボ弘大での通常活動

あのね、見つけた！

弘前大学フランス語HPオフ会活動
Cercle Francophone／フランス語サークル発行

「音楽の祭日 in 弘前」って？
　私たち、音楽の祭日実行委員会は、
「学生が中心となって、弘前の街を盛り

上げたい！」という思いから企画・運営を

進め、第１回「音楽の祭日 in 弘前」を、

今年の7月12日、弘前市の蓬莱広場と

まちなか情報センターで開催しました。

　当日は、パフォーマー20団体以上、観

客数約400名、ジャンルはロック、パン

ク、ダンス、アカペラ、アコースティック

とさまざま、小学生からおじさんバンドまで幅広い世代の皆さんに参

加していただきました。参加者からは、「来年もぜひ参加したい」とい
う声、観客アンケートでも、「いろいろなジャンルの音楽を見ること
ができて楽しかった」 「学生が主体となって、街中でイベントを実
施することはすばらしいことだと思う。これからもどんどん街へ出
て行ってほしい」という言葉をいただきました。
　今回のイベントで学んだことや、得ることができたたくさんの人と

のつながりを、来年の開催に活かしていきたいです。

音楽の祭日実行委員会（音咲き）

Fête de la Musiqueって？
　フランスで1982年6月21日に初めて開催され、今では世界100カ国

以上で毎年6月21日の夏至の日に開催されている“Fête de la 
musique”（音楽の祭典）は、ジャンル、プロ・アマを問わないパフォー
マーによる音楽ライブで、コンサートはすべて入場無料です！

　フェット・ド・ラ・ミュージックというフランス語は、実は“Faites 
de la musique !”という言葉と同じ発音で、「さあ、みんな、音楽を
やって下さい！」という呼びかけと掛けことばになっています。弘前
初のフェット・ド・ラ・ミュージックを実現した実行委員会（音咲き）の

意志を継いで、来年はあなたも音楽をやってみませんか？

▼蓬莱広場での弾き語りステージ

まちなか情報センターでの　
　ロックステージ▲

フェット ド ラ ミュージック
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